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暴 追 だ よ り
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	暴力団の社会復帰について
元相談委員　　　大　岩　壽　夫　
  今回は、暴力団離脱者に対する社会復帰支援について、私が相談員時代に経験した二つの事例を紹介したいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　
　一つ目は、Ａという４０歳半ばの山口組系の元組長の例です。Ａは５年ほど前に組を解散して堅気になったものの、就職先が見つからないために、知人の刑事の紹介で、夫婦揃って暴追センターにやって来ました。
「力仕事でも何でもする。」と、決意も固そうでしたので、暴力団離脱者受け入れ協力事業所である、工事関係の会社に相談したところ、採用していただけることになり、採用に際してもＡが抱える借金の肩代わり等、かなりの優遇措置をとっていただきました。
Ａは今まで働いたことはなく、肉体労働も初めてでしたので、すぐに身体に故障をきたし、１ヶ月ほど仕事を休みましたが、会社はその間も給料を払ってくれ、Ａも奥さんも非常に感謝しておりました。

　体が治った後は恩返しとばかりにＡは一生懸命働き、社長さんをはじめ同僚からも徐々に信用も得られるようになりました。

　しかし会社に慣れるにつれ、仕事上の行き違いや年下上司からのちょっとした言葉遣いに我慢できず、時折暴追センターに愚痴をこぼしに来ていまいしたが、その都度｢石の上にも三年」と励ましておりました。
ところが、会社に対してのちょっとした愚痴を同僚等から聞くうち、元々義侠心に厚いＡは、社員も皆困っていると思い込んで会社に直訴し、それが原因で退社してしまいました。
1年半ほど働かせていただきましたが、最後には会社にも迷惑をかけることになり、受け入れていただいた社長さんには、たいへん申し訳ない結果となってしまいました。
　現在Ａは別の仕事に就いていますが、就労支援の難しさを痛感した次第です。

  もう一例は、Ｂという稲川会系の５０歳半ばの元組長ですが、２年前の１２月「このままでは年越しも出来ない、暴力団から足を洗うから仕事を世話して欲しい。」と暴追センターを尋ねてきました。
当時はまだ現役の暴力団でしたから、「正式に組を離脱しなければ相談に乗れない。」と言いますと、私の目の前で突然兄貴分に電話をかけて「今暴追センターにいるが、離脱を勧められたので組を解散し、自分も堅気になります。」と言って組抜け宣言したのです。
それでこれは本物と思い、受け入れ事業所の中の古紙回収業者に相談したところ快諾していただき、年越し費用や当時Ｂが患っていた白内障の手術代をも前貸してくれ、年が明けて目の手術後に仕事をすることになりました。
Ｂは今まで汗を流して仕事をしたことなどありませんでしたが、「こんなに仕事が楽しいとは思わなかった。」と言って仕事に励んでおり、最近では社長からの信頼も厚く、ある程度責任を持った立場に据えることも聞き及んでおります。

　ただ、仕事中に偶然合った知り合いの暴力団員から、バカにしたように「何や、お前ゴミ集めしとるんか」などと心ない言葉を浴びせられて、悔しい思いをすることがしばしばあると言い、そういう時は歯を食い縛って我慢しているとのことでした。
Ｂには、我慢できるのは堅気になった証拠、相手の組員も今の時代だから、本当は組を辞めたいのに辞められないジレンマと、やっかみで言っているのではないかと話をしています。　
Ａのように考えさせられる事例もありますが、一市民となり一生懸命働いているＢの姿を見ると、こちらも元気が出ると同時に相談員冥利に尽きる思いです。

  勿論、今暴追センターの新聞はＢに回収してもらっています。
社会復帰支援協力事業所の募集

当センターでは、暴力団離脱者に対する社会復帰支援事業を行っており、その一環として暴力団を離脱した者を雇用していただける｢協力企業｣を募集しております。

　暴力団対策法や暴排条例、暴排条項の整備により暴力団はその資金源の確保が困難となり、暴力団では食べていけないということで、足を洗う組員が年々増加し、統計が示すとおり組員の数も急激に減少しております。
暴力団を辞めた者は当然生活していくため、何らかの正業に就く必要がありますが、その受け皿となる受け入れ企業が不足しています。
彼らの「暴力団から離脱して真面目に働こう」という意思は尊重すべきであり、一人でも社会復帰ができれば幸いと考えております。

年齢、体力や技術、経験面では十分な人材とは言えないかも知れませんが、協力しても良いという事業所がございましたら、是非当センターまでご連絡いただきたいと思います。
｢関東関根組｣が指定暴力団に追加！

〈全国2４団体〉
　本年3月に指定された｢任侠山口組｣に続き、本年4月25日、｢松葉会｣(指定暴力団)から分裂した｢関東関根組｣が、新たに茨城県公安委員会から指定暴力団として指定され、官報に掲載されました。
　告示日から3年間、みかじめ料などの不当要求や抗争時の事務所使用制限など暴対法の規制対象となります。

　○告示年月日　：　平成30年４月25日

　○名称　：　｢関東関根組｣
　○主たる事務所の所在地　：　茨城県土浦市桜町4丁目１０－１３
　○代表する者　：　大塚逸男
　〇勢力　１都1道3県　　160人
これで指定暴力団は24団体となりました。

【指定暴力団一覧表】
　 
番号

名　　称

主たる事務所の所在地

代表する者
勢力範囲

構成員数
１

六代目山口組

神戸市灘区篠原本町
篠田健市

１都１道２府３９県

約４７００人
２
稲　　川　　会
東京都港区六本木
辛　炳　圭
１都１道１６県
約２３００人
３
住　　吉　　会
東京都港区赤坂
関　　　功
１都１道１府１５県
約２９００人
４
五代目工藤會
福岡県北九州市小倉
野村　　悟
３県
約３８０人
５
旭　　琉　　會
沖縄県沖縄市上地
富永　　清
１県
約３４０人
６
六　代　目
会津小鉄会
京都市下京区東高瀬川筋
馬場美次
１道１府
約８０人
７
五代目共政会
広島市南区南大河町
守屋　　輯
１県
約１５０人
８
七　代　目
合田一家
山口県下関市竹崎町
金　　教煥
３県
約７０人
９
四　代　目
小桜一家
鹿児島市甲突町
平岡喜榮
１県
約６０人
10
五代目浅野組
岡山県笠岡市笠岡
中岡　　豊
２県
約７０人
11
道　　仁　　会
福岡県久留米市京町
小林哲治
４県
約５００人
12
二代目新和会
香川県高松市塩上町
吉良博文
１県
約４０人
13
双愛会
千葉県市原市潤井戸
椎塚　　宣
２県
約１４０人
14
三代目侠道会
広島県尾道市波町
渡邊　　望
５県
約９０人
15
太　　州　　会
福岡県田川市弓削田
日高　　博
１県
約１１０人
16
九代目酒梅組
大阪市西成区太子
吉村三男
１府
約３０人
17
極　　東　　会
東京都豊島区西池袋
曺　　圭化
１都１２県
約５６０人
18
二代目　東組
大阪市西成区山王
滝本博司
１府
約１３０人
19
松　　葉　　会
東京都台東区西浅草
荻野義朗
１都７県
約４５０人
20
三代目福博会
福岡県博多区千代
金　　寅純
３県
約１３０人
21
浪　　川　　会
福岡県大牟田市上官町
朴　　政浩
１都５県
約１３０人
22
神戸山口組
兵庫県淡路市志筑
井上邦雄
１都１道２府３３県
約２５００人
23
任侠山口組
兵庫県尼崎市戸ノ内町
金　　禎紀
１都１道２府１２県
約４６０人
(「任侠山口組」以外は平成２９年末現在)
県民大会のお知らせ
〇　７月２３日（月）午後１時３０分～
『第２７回暴力追放岐阜県民大会』が開催されます。
　　   ・時間：午後１時３０分～午後４時ころまで
　　 　・場所：不二羽島文化センター・スカイホール
　　　 ・今回は式典の外、岐阜市出身の吉本興業の漫才コンビ
　　　　　　　　 ｢アッパー＆カット｣による暴排漫才
及び恒例の
岐阜県警察音楽隊による演奏会
を予定しております。
入場無料！　皆様のご来場をお待ちしております
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　　　アッパー＆カット
弁護士による無料相談
　　暴力団員、暴力団風の者、悪質クレーマー等の絡む相談を受け付けています。相談は無料です。秘密は厳守します。お悩みの方は、お気軽にご相談下さい。
　　　日　時　  毎週水曜日　午後２時～午後４時
　　　場　所　  岐阜市小柳町１８番３　暴追センタービル２階
　 相談料　  無 料
　 相談担当　岐阜県弁護士会民事介入暴力被害者救済センター所属弁護士

　　　　　　 暴追センター相談委員帯同　
相談方法　面接相談・電話相談
相談電話　０５８－２６４－６７６４
不当要求防止責任者講習　開催日程
平成３０年中の責任者講習は、下記の予定で開催します。
〇　８月　２日 (木)　 中濃講習　　美濃加茂市文化会館　 　午後１時３０分
〇　８月２３日（木）　岐阜講習　　岐阜産業会館　　 午後１時３０分　
○　９月　４日（火）　西濃講習　　大垣市民会館　　 午後１時３０分

○　９月１３日（木）　岐阜講習　　岐阜産業会館　　 午後１時３０分
〇　９月２７日（木）　東濃講習　　セラトピア土岐　　 午後１時３０分
〇１０月　４日 (木)　 飛騨講習　　飛騨・世界生活センター　　　 午後１時３０分

○１０月１９日（金）　岐阜講習　　岐阜産業会館　　 午後１時３０分
○１０月２２日（月）　中濃講習　　ＪＡめぐみの本店　  午後１時３０分

○１１月　６日（火）　岐阜講習　　岐阜産業会館　　 午後１時３０分

○１１月１９日（月）　飛騨講習　　飛騨・世界生活センター　    午後１時３０分
　　○１１月２９日 (木)　 西濃講習　　大垣市民会館　   午後１時３０分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(公財)岐阜県暴力追放推進センター
（058) ２７７－１６１３　直井



